
大
本
山
永
平
寺 

八
十
世
様
か
ら
、
八
十
一
世
様
へ 

四
月
二
十
九
日
交
代
の
式
、
九
月
十
日
～
十
一
日
慶
弔
会
に
随
喜
し
て 

 

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日 

加
茂
法
話
会 

一
、
永
平
寺
八
十
世
南
澤
道
人
禅
師 

昭
和
二(

一
九
二
七)

年
～
令
和
八
（二
〇
二
六
）
年 

 

百
寿 

 

令
和
二
年
九
月
二
十
九
日
永
平
寺
八
十
世
就
任 

 

令
和
八
年
四
月
二
十
九
日
退
董 

 
 

 

五
月
二
十
九
日
遷
化 

二
、
永
平
寺
八
十
一
世
羽
仁
素
道
禅
師 

昭
和
九(

一
九
三
四)

年
～ 

  
 

 
 

九
十
三
歳 

 

令
和
八
年
四
月
二
十
九
日
永
平
寺
八
十
一
世
就
任 

 
 

三
、
た
だ
わ
が
身
を
も
心
を
も
は
な
ち
わ
す
れ
て
、
仏
の
い
へに
な
げ
い
れ
て
、
仏
の
か
た
よ
り
お
こ
な
は
れ
て
、
こ
れ
に 

 
 

し
た
が
ひ
も
て
ゆ
く
と
き
、
ち
か
ら
を
も
い
れ
ず
、
こ
こ
ろ
を
も
つ
ひ
や
さ
ず
し
て
、
生
死
を
は
な
れ
、
仏
と
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
正
法
眼
蔵
』「
生
死
」 

四
、
令
和
十
二(

二
〇
三
〇)

年 

永
平
寺
二
祖
懐
奘

え
じ
ょ
う

禅
師(
一
一
九
八
～
一
二
八
〇) 

七
百
五
十
回
大
遠
忌 

 

①
大
遠
忌
テ
ー
マ 

 
 

『
光
明 

～
二
祖
の
示
さ
れ
た
内
な
る
輝
き
』 

 

②
布
教
ス
ロ
ー
ガ
ン 

 
 

『
照
ら
し
合
い 

支
え
合
い 

今
此
処

こ

こ

で
輝
く
生
命

い

の

ち

の
光
』 

 

③
私
た
ち
が
智
慧
の
光
明
に
身
を
投
じ
る
時
、
私
た
ち
は
み
仏
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
自 

 

身
も
ま
た
仏
の
光
を
放
っ
て
い
る
の
で
す
。  

 
 

二
祖
懐
奘
禅
師
七
五
〇
回
大
遠
忌
局 

 

五
、
こ
の
法
は
、
人
人
の
分
上
に
ゆ
た
か
に
そ
な
わ
れ
り
と
い
へど
も
、
い
ま
だ
修し

ゅ

せ
ざ
る
に
は
あ
ら
わ
れ
ず
、
証
せ
ざ
る 

 

に
は
う
る
こ
と
な
し
。   

 
 

 
 

 
 

『
正
法
眼
蔵
』「
辦
道
話
」 

              

東
龍
寺
住
職 

渡
邊
宣
昭 

合
掌 

南澤禅師 山門にてお別れ 4 月 29 日

日 

永平寺慶弔会 竜門の様子 9 月 10 日 

 

羽仁禅師 山門到着 9 月 11 日 


